
私は修行僧   

日々の修行で「基本英単語 500語」のマスターを目指そう！   
修行僧たちは日々の修行を通して反省と改善を繰り返しながら悟りを開くといいます。英語学習と似

ているではありませんか。英語学習も、「勉強 ⇒ 確かめ（自己テスト） ⇒ 弱点補強 ⇒ マスター」

のサイクルが大事です。BB 英単語道場で粘り強く修行して基本の 500 単語をマスターしましょう。 

BB とは、「BASIC of BASIC」の頭文字で「基本中の基本」という意味です。また、これらの基本

的な英単語が皆さんの『英語力の幹』（BACKBONE）となるように、という願いも込めています。 

優先して覚えてほしい単語を５００語にしぼり込み、10 問 50 回の確認テストに分割しました。初

心者はもちろん、英語に苦手意識のある人でもスモールステップで無理なく学習できます。 

中学生の勉強の様子を見ていると、つまずきの原因が『単語の意味がわからない』ことにあることが

多いようです。単語力（ボキャブラリー）の強化は確実に英語力の強化につながるでしょう。 

英単語５００語を覚えるというと大変そうに思えますが、全体像を把握しながら確かな見通しを持っ

て取り組めば、楽しくやり甲斐のある修行になると思います。さあ、あなたも今日から修行僧！ 

＜修行の流れをチェック＞ 

STEP1 英単語を練習する（サンゴの法則で集中して） 

STEP2 単語テストをする（学校テスト方式・自己テスト方式の２パターンがあります） 

STEP3 合格したらレベル表をぬりつぶす（１０問１０点満点で合格点は８点） 
 

＜修行者のレベルアップについて＞ 
●修行者のレベルは０からスタートして合格点を取るたびに１ずつ上がります。（再テスト合格含む） 

●レベル 50 の『英単語グランドマスター』を目指しましょう。 

●スコア表に得点を記録しながら、到達レベルに応じて別紙レベル表もぬりましょう。 

●『英単語グランドマスター』に到達した人には、認定証と記念品を差し上げます。 
 

＜単語練習のポイントをチェック＞ 
 

●毎回、到達目標を設定して短時間で集中して取り組みましょう 

●最初から一律１０回などと回数を決めて書くのはやめましょう。 

●すでに書ける単語を練習する必要はありません。 

●短い単語は３回、長い単語は５回書く間に覚える気持ちでやってみましょう。 

●「基本 500 語一覧プリント」を部屋やお風呂に貼り、毎日練習しましょう。 
 

英単語は、覚えれば覚えるほどスペリングの法則が身に付き、より短い時間で、また、より少ない労

力で覚えられるようになります。英文中の未知語が減るので、英文が読みやすくなります。もちろん表

現力も向上します。あなたも修行を積んで英単語グランドマスターを目指しましょう！ 
 

Let’s enjoy English. ●これから始まる修行への抱負を書きましょう。 
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◆日課表内の帯時間でテストを実施する「学校テスト方式」であればより効果的な学習が期待できます。週２回程度の通常テストに加

え、50 問や 100 問ごとに節目テストを行い、過去の不合格回に再チャレンジさせるようにすると厚みのある復習になります。 


